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1. 概要 

人口減少、災害の頻発、廃プラ問題等が社会問題となって

いるなかで、持続可能な廃棄物処理・資源循環システムの構

築が課題となっている。こうした問題に対して、ごみ焼却施設

と下水処理施設の連携による社会コストの縮減、廃棄物エネ

ルギーの産業利用 (Waste to Energy)、静脈施設におけるAI・

IoT の導入等新たな社会システムを提示するための実証研究

を展開している。 

2. 2021年度の研究成果 

（1）次世代静脈インフラの構築に向けた包括的研究*1 

静脈インフラの社会コストの縮減を目的として、ごみ焼却施

設と下水処理施設の連携による MBT システムの実現可能性

や自動化技術等の技術熟度評価(1)に関する検討を行った。

2021 年度は、ごみ・下水の連携やインフラ連携による環境性・

経済性ツールの高度化(2)やごみ焼却施設における CCUS の

LCA・LCCに向けた基礎的な検討を実施した。 

（2）廃棄物エネルギーの産業利用の可能性の検討*2 

わが国ではこれまで主に発電による廃棄物のエネルギー

化が推進されてきたが、発電効率が 20％程度と低く、エネル

ギー利用率という面で改善の余地が残されている(3) (4)。そこで、

本研究では、石油・化学産業等が集積している京葉臨海工業

地帯に焦点を当て、わが国において、実現されていない廃棄

物エネルギーに産業利用の実現に向けた調査研究を行うも

のである(5)。2021 年度は、社会実装に向けた検討に着手した

（3年計画の 3年目）。 

（3）廃棄物処理・リサイクル分野におけるAI・IoTの導入(6)*3 

医療廃棄物の適正処理推進と小口回収業務の効率化を図

るため IoT を活用したシステムの構築を目的としている。具体

的には、電話による集荷依頼を代替するボタン式集荷指示シ

ステムの利用、活動記録管理システムをベースとしたトレーサ

ビリティシステムを導入および複数の収集・運搬事業者の連

携を前提とした配車システムを構築する(7)。2021年度は、実環

境下での実証試験を実施し、その有効性を確認した（3 年計

画の 3年目）。 

（4）非接触ごみ収集システムの要素技術の開発*4 

コロナ禍により、顕在化したごみ収集における感染リスクを

回避するための非接触ごみ収集システムの要素技術と実証

に向けた検討に着手した(8) (9)。202１年度は、マルチベネフィッ

トがモビリティを用いたごみ収集の自動搬送の実証(10)を行うと

ともに、スマートごみ箱、非接触型の反転装置のプロトタイプ

の開発を行った（3年計画の 3年目）。 

3. 次年度の研究計画 

 （1）、(4)に関しては、次年度も継続となる。(2)、(3)は得

られた研究成果を継続的に発展させる。また、「東京都大学

研究者事業提案制度」に採択され、「廃棄物処理・リサイク

ルの非接触化・自動化を実現する選別ロボットの開発と社

会実装に向けたシナリオ構築事業」という新たなプロジェ

クトに着手する。 
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